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京の宿 綿善
おかみ ⼩野雅世



・こんな旅館でした
・こんな旅館になりました
・こんな旅館になります



綿善旅館
•天保元年1830年創業
•年商3億円
•客室数：27室
⼩野雅世：2011年より綿善（銀⾏員→旅館）





綿善旅館のお客様

⽇本⼈ 外国⼈ 修学旅⾏⽣
5,592名 6,180名 16,891名

（２０１９年）
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こんな旅館でした
•旅館のお⾦は、⼥将の財布
•スタッフ賞与はお中元とお歳暮が⼤きく影響
•紙台帳
•労働条件（休⽇⽇数、給与、働き⽅）
•⼿書きの経理（⾚伝、⻘伝）
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こんな旅館になりました
•旅館のお⾦は⼥将
•スタッフ評価
•紙台帳
•労働条件

•⼿書きの経理（⾚伝、⻘伝）

→旅館のお⾦（メリハリ）
→通知表（明確な評価制度）
→⽀配⼈くん（パソコン）

→年間休⽇105⽇、給与⽔準引き上げ、働きやすさを追求

→経理の外注、パソコン⼊⼒、税理⼠さんと共通アカウント



コロナ禍
• 旅館で寺⼦屋 ・LINEスタンプ
• パンダで板前弁当販売（⾏商、宅配）
• 近隣旅館とランチ企画 ・YouTubeチャンネル開設
• 府⽴医⼤へお弁当差し⼊れ ・ECサイト開設
• 旅館で夏祭り
• 京都市内５旅館プロジェクト（おやどす）
• 綿善オリジナルプラン⾒直し、新プラン作成
• オンラインインターンシップ
• 副業解禁（別ホテルの紹介）
• ⽴命館⼤学コラボ（おうちで京料理キット発送）
• ⻤の宅配便（節分恵⽅巻宅配）

















・こんな旅館でした
・こんな旅館になりました
・こんな旅館になります



100年、200年…

旅館を未来に繋げ、
⽇本旅館から良い世界を作る



そのためには？？
•少⼦化（担い⼿、顧客）
→IT? ⼦ども産みたい？ 世界？

•⽇本経済
→⼈⼝減の影響は？！旅館観光の役割は？！

•⽇本⽂化
→伝統産業を守れるのは旅館？！



やってみよう︕



京都から、⽇本を、世界を元気に！

有難うございました！

綿善旅館
おかみ ⼩野雅世


